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「歴史と文化」報告と討議
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　まず、５つの報告はそれぞれが既存のディシプリンに対する挑戦を示すものであった。クリスト
ファー・ガータイス氏は戦後日本の若者層の社会的疎外と政治社会的なラディカル化を論じることで、既
存の文化研究への批判的介入を果たすものであった。ディヴィッド・ヒューズ氏は民謡研究において、
フィールドワークをベースにすることで、本質主義と文化相対主義の双方を超えつつ、そのうえで文化研
究と音楽研究に「日本」を再導入するものであった。また「和風‐sion=wafusion」のような造語によって、
バイリンガルな研究スタイルの実践を示した。イリス・ハウカンプ氏は映画と映画産業を基軸とした研究
で戦争と国民の記憶についての社会史を再記述する。それは戦争と戦争責任をめぐる従来の定義に大きな
問題提起を投げかけるものであった。イーサン・マーク氏は日本とインドネシアにおける戦争の経験につ
いての比較論的な歴史研究によって、グローバルヒストリーの隠れた局面――「隠れた人種主義」――を
明らかにすることで、西洋中心主義的な歴史観への批判と、アジア主義のポリティクスの検討、それらを
踏まえたポスト植民地主義研究への継続を提起した。
本学からの二人の報告者の一人であった野本京子氏は、家族経営の農業、小農論などの論点をとおし
て農本主義のメタヒストリーともいうべき議論を紹介し、ファシズム論を超えて、戦後高度経済成長や戦
後民主主義、さらには非資本主義的経済への注目などの挑戦的な可能性を開示してみせた。本学からのも
う一人の報告者である菅長理恵氏は、文化交流のツールとしての「ハイク＝俳句」の研究者・実作者として、
新日本語人／日本語人などの観点も導入しながら、「ハイク」の実践がはらんでいる普遍的性格を提起した。
これらの 5つの挑戦的で刺激的な報告を踏まえて、司会から討論の提題として「国際日本研究」のそ
れぞれの理解と可能性について問いかけた。「国際日本研究」はこのシンポジウムでは Internationalizing 
Japan Studiesと翻訳されたが、まず多様な研究のインターフェイスであり、そこから日本を超えていく
（beyond Japan）場である。あるいは、他者理解の場である。同時に、グローバルヒストリーをあつかうイー
サン・マーク氏のような立場からは、地域間の両義的な接続を検討することで、国家を超えたグローバル
な共謀関係を明らかにするものでもある。いずれにしても、規範的なディシプリンとナラティブを突き破っ
ていく場である。
さらに討論のなかでは、フロアーからの意見もふくめて、ローカルヒストリーとグローバルヒストリー
の関係性について、また、翻訳という実践の在り方についても問いかけがなされた。そこからは他者に対
する緊張関係をもった実存主義的な投企という側面も指摘された。討論のまとめとして、基調講演者のキャ
ロル・グラック氏は、「国際日本研究 Internationalized Japan Studies/Globalized Japan Studies」などの訳
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語が試みられているが、挑戦的でクリティカルな報告と討論が示すように、ここで賭けられていることを
踏まえれば、この研究領域は偶発的（contingent）な日本研究とでも呼ぶべきものではないか、という問
題提起的な読み替えが示唆された。
総じて、人文研究の一領域でありつつ、領域横断的な議論が可能となる「国際日本研究」の可能性が
提起された討論であった。それはまた、日本研究者による、規範的なディシプリンに対するあくなき挑戦
の持続によってこそ可能となることが示された討論であったといえよう。
